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【第 1 章】 

国際オリンピック委員会（以下, 「IOC」と記

す）は 2020 年 12 月 7 日に, オンラインの理事

会において2024年パリオリンピックの実施競技

と種目を正式に決定し, また, ブレイクダンス

の初採用が決定した（朝日新聞, 2020）. ブレ

イクダンスは, ストリートダンスの源流であり, 

ストリートダンスの一種のスタイルである.ま

た, 昨今では, 日本発のプロダンスリーグ

『D.LEAGUE』が, 2021 年 1 月から始まるな

ど, ストリートダンスの発展と普及を目的とし

た様々な取り組みが行われており, 日本におけ

るストリートダンスを取り巻く状況が変化して

いることが伺える.  

以上の問題関心から, 本研究では, ストリー

トダンスの発展過程を明らかにすることを目的

とする. また, 先行研究の検討において, 日本

におけるストリートダンスを取り巻く環境のキ

ーワードとして, 若者・大衆文化・音楽・競技の

4 つを捉えた.  

 

【第 2 章】 

第 2 章では, 日本における全国のダンススタ

ジオ数, 全国レベルの大会数がどのように変化

してきたのかについて, 計量分析を行い, スト

リートダンスの発展過程について検討した.  

第 1 節で明らかになったこととして, まず, 

ダンススタジオの地域分布をみてみると, 全国

各地に広がっていることがわかった. さらに, 

各ダンススタジオの開校年より, 1980 年代から

1990年代にかけて緩やかに増加しており, 2000
年代以降になると, より顕著に増加する傾向が

みられた. 2000 年代以降の増加の要因として, 

①子ども, 女性からの人気を獲得したこと, ②

路上規制が強化されたこと, ③ダンススタジオ

が「風営法」の対象外に位置づけられたこと, の

3 つが伺えた. また, 1980 年代から 1990 年代

にかけて開校したダンススタジオのうち, フィ

ットネス事業, その他のジャンルのダンスと関

連して開校されたスタジオが幾つかみられた. 

当時, エアロビクスが流行していたことが伺え

た.  

第 2 節で明らかになったこととして, まず, 

全国レベルの大会数は, 2010 年頃からに急速な

増加傾向がみられた. 加えて, 大会の詳細をみ

てみると, 参加人数も増加していることがわか

った. さらには, 部活動や学生を対象とした大

会が増加していることが特徴としてみられたこ

とから, 学生以下の年代の人たちのストリート

ダンスの参加人口が増加していること, また, 

ストリートダンスを部活動で行う学校が増加し

たことが伺えた. 大会が増加した要因として, 

大きな影響力を持つ大手企業からの支援, また, 

ストリートダンスに関連した団体数が多いこと

が挙げられる.後者については, まず, 各大会

の主催団体を確認すると, その数が非常に多い

傾向がみられた. ストリートダンスを統一する

組織がないことから, それぞれ異なる目的のも

と, 特に 2000 年以降にストリートダンスに関

連した団体が多く設立されている. このことに

より, 2000 年以降に大会数の数が増大したこと

が伺えた.  

 

【第 3 章】 

 第 3 章では, 若者, 大衆文化, 音楽, 競技の

4 つの観点から, 2000 年代以降にダンススタジ

オ数, 大会数が増加した要因を明らかにするこ

とを目的とした.  

若者の観点からは, 以下の内容が伺えた, 

1980 年代のバブル経済期から, バブル崩壊まで



  

の過程において, 若者の将来やお金に対する価

値観や消費行動が変容し, 結果として, サブカ

ルチャーやカウンターカルチャーの要素を持っ

たものを大衆の前に表出させた. そして, フリ

ーター志向のダンサーや, アルバイトをしなが

らダンサーを目指す若者の存在が顕在化したこ

とが伺えた.  

大衆文化の観点からは, 以下の内容が明らか

になった. まず, これまで若者からの支持が強

くみられてきたストリートダンスが, 幅広い世

代が行うものになっていったことが伺えた. そ

の要因として 2 つ挙げられる. 1 つ目は, 人々

の自己表現・余暇活動への関心の高まりである. 

2 つ目は, 健康とストリートダンスの結びつき

である.また, YouTube や SNS, カラオケの普

及によって, ダンス全般が身近なものとなった. 

特に, YouTube や SNS は, 誰でも簡単に動画

投稿が行えるという特徴を持っていることなど

から, 動画から簡単に技術の習得ができるよう

になり, また, テレビとは異なる形で自身のダ

ンスを発信できるようになった.  

次に, 音楽に焦点を当てて検討した結果, 以

下の内容が明らかになった. まず, ストリート

文化において, 音楽が重要な役割を果たしてい

たことが伺える. このことより, 影響力の強い

音楽は, 社会がストリート文化への関心を高め

た要因であることが伺えた. また, 1980 年代頃

から, MV やタイアップが新たな音楽メディア

媒体として誕生したことにより, パフォーマン

ス性の高い音楽が広まったこと, そして, 

YouTube などの無料動画配信サイト, 2000 年

代におけるデジタル音楽の普及, 1990 年代前半

から徐々に浸透し始めた J ポップという用語の

誕生などによって音楽のあり方が変容した. さ

らに, 2000 年代のライブ・エンターテイメント

市場は, 継続的に順調な伸びを見せ, 「生」で聴

く, 観ることに価値が置かれるようになった. 

ライブハウスの多様化により, 音楽だけではな

く, ストリートダンスのイベントを行えるクラ

ブ, ホールが新設された.  

最後に, 競技に焦点を当てて検討した結果, 

以下の内容が明らかになった. まず, ストリー

トダンスのプロリーグ設立については, ダンサ

ーや音楽の権利の分配, 著作権の保護ができる

システムの導入が特徴としてみられた. また, 

「ダンス観戦」が浸透していくことによって, 

より幅広く, 新たなダンスビジネスが展開され

るようになると考えられる.  

2024 年パリオリンピックの新種目として採用

されたブレイクダンスは, エンターテインメン

ト性に優れており, 見栄えのある都市型スポー

ツとして選出された. 日本では, 都市型スポー

ツの促進を目的とした取り組みが行われている. 

現在, ブレイクダンスがオリンピックの競技種

目となったことを受け, ブレイクダンスの文化

性をどう担保するのかといった議論が行われて

いる. 採点競技としてのブレイクダンスの特性

を今後より明確にしていく必要があると考えら

れる. 国際レベルの大会に出場経験のある A さ

んは, ブレイクダンスのことを競技と呼ぶこと

に違和感を感じている一方で, オリンピック種

目になることに対しては肯定的な意見であるこ

とがわかった. また, ブレイクダンスを採点に

よって勝敗をつけることに対して, 若干否定的

な意見であった.  

 

【結章】 

本研究では, 若者, 大衆文化, 音楽, 競技の

4 つの観点からストリートダンスが発展過程を

検討してきた.①技術・テクノロジーの発展, ②

若者を中心としたパフォーマンス性や見栄えの

あるものに対する関心の高まり, ③若者だけで

はなく幅広い世代が行えるものになった, ④女

性からの人気の獲得, の 4点が, ストリートダ

ンスの発展に影響を与えたことが伺えた.  

今後ブレイクダンスがオリンピック競技とし

て, また, 採点競技として意味合いが強まるこ

とになれば,採点競技としてのブレイクダンス

の文化性をどう担保していくかについて議論を

重ねることも重要である.

 


